
 
 

令和 5年 4月 14 日 

国土交通省関東地方整備局 

千葉港湾事務所 

 

令和５年度  千葉港湾事務所の事業概要について 

千葉港湾事務所では、国民の安全･安心の確保及び豊かで活力ある地方創りと分散型

国づくりを進めるため、令和５年度は別添の事業を実施します。 

 

令和５年度の千葉港湾事務所の主な事業概要は以下のとおりです。 

 

１． 千葉港千葉中央地区複合一貫輸送ターミナル整備事業  

（地域の基幹産業の競争力強化のための港湾整備） 

貨物需要の増大に伴う内航ＲＯＲＯ船の大型化に対応するとともに、大規模地震に対する

耐震性能を有する複合一貫輸送ターミナル（水深９m）の整備を行います。 

 

２． 千葉港海岸直轄海岸保全施設整備事業 

（地震･津波･高潮･浸食災害に備えた港湾海岸の整備） 

高潮･波浪や発生頻度の高い津波等が発生した場合、現状においては、天端高の不足や耐

震性の不足、既設堤防の老朽化により大規模な浸水が発生する可能性があるため、機能確

保に向けた整備を行います。 

 

３．東京湾海洋環境整備事業 

（海域環境の保全） 

東京湾における港湾区域以外の一般海域では、国が日常の清掃活動を行うとともに油流

出事故等が起こった際には浮遊油回収等を行います。 

また、海洋環境把握のため水質データ等の取得を行います。 
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○岸壁（水深9m）の撤去工、本体工、地盤改良工、上部工等を実施する予定です。
○防波堤の設計を実施する予定です。

千葉港千葉中央地区複合一貫輸送ターミナル整備事業

令和５年度事業費：１２．8億円

【千葉県】直轄

令和５年度予定

ち ば こ う ち ば ちゅ うおう ち く ふくごう いっかん ゆそう せいび じぎょ う

事業の効果

○トラックドライバー不足や高齢化など将来的な輸送力不足が懸念される中、本事業の実施により、

船舶の大型化が図られ、内航ＲＯＲＯ船による輸送力が増強されることにより、将来的な貨物需

要への対応が可能となります。

○本事業の実施により、船舶の大型化による物流効率化が図られ、地域企業の輸送ニーズや物流

コスト削減への対応が進むことにより、競争力が向上し、地域の安定した発展が期待されます。

〇本事業の実施により、大規模地震発生時においても、耐震強化岸壁を利用した地域の産業活動

及び地域住民の生活が維持されます。

〇モーダルシフトの進展により、首都圏流入車両が削減され、渋滞緩和に寄与します。

千葉港千葉中央地区は、我が国の自動車産業、製造業（化学工業等）及び製紙業の海上輸送
網の拠点となっており、内航ＲＯＲＯ船により輸送される貨物需要の増加を受けて、輸送船の大型
化への対応が必要となっています。
このため、貨物需要の増大に伴う内航ＲＯＲＯ船の大型化に対応するとともに、大規模地震に対
する耐震性能を有する複合一貫輸送ターミナル（水深9m）を整備します。

事業の概要

岸壁(水深9m)

泊地(水深9m)

千葉中央地区

【位置図】

千葉港

防波堤

ふ頭用地

凡 例

直轄

起債

令和５年度直轄予定

令和2年撮影

©NTT Data,included Maxar Technologies.



千葉港海岸直轄海岸保全施設整備事業

【千葉県】直轄

ちばこうかいがんちょっかつかいがんほぜんしせつせいびじぎょう

事業の概要

令和５年度事業費：８．3億円

千葉港海岸船橋地区の背後には、中核市として日本最大の人口（64.5万人）を有する船橋市の中
心部を控え、ゼロメートル地帯に船橋市役所や消防署等の地域中枢機能が集積しています。また、
JR線、国道等、千葉や成田空港と都心を結節する重要交通網が存在するとともに、住宅地が密集し、
産業・商業施設も多数立地しています。
高潮・波浪や発生頻度の高い津波等が発生した場合、現状においては、天端高の不足や耐震性
の不足、既設堤防の老朽化により大規模な浸水が発生する可能性があるため、機能確保のため整
備を行います。

500m

東
武
野
田
線

湊町保育園

NTT

東京電力

中山学園高

船橋幼稚園

市立湊中

船橋市役所

船橋市消防署

ららぽーと
TOKYO-BAY

IKEA

市立湊町小

©NTT Data, included Maxar Technologies.

N

板倉病院
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令和５年度予定

事業の効果

〇護岸（改良）の調査・設計、本体工を実施する予定です。
〇胸壁（改良）及び水門の調査・設計を実施する予定です。

護岸・胸壁や水門・排水機場を整備することで、海岸保全施設の防護機能が確保され、大規模災
害発生時における「地域住民の生命・財産の防護」及び「企業活動の維持」が可能となります。



東京湾における港湾区域以外の一般海域は国が清掃活動を実施しています。また、油流
出事故等が起こった際には浮遊油回収等も行います。さらに、東京湾では富栄養化による
赤潮や貧酸素水塊による青潮が発生しており、海洋環境把握のため水質データ等の取得も
行います。

○海面を漂う浮遊ゴミ・油の回収を行い、東京
湾の水質改善及び親水空間への漂着による景
観悪化防止並びに、航行船舶の安全性向上が
図られています。

○環境モニタリング等の各種環境調査を行うこ
とで、湾全体の環境メカニズムの把握、水環
境・生態系の保全・再生等今後の環境改善対
策に生かされます。

清掃兼油回収船「べいくりん」

による浮遊ゴミの回収作業

水質調査の実施状況 モニタリングポスト

(検見川沖)

○清掃兼油回収船「べいくりん」による浮遊ゴ
ミ・油の回収、水質調査（６地点）を実施し
ます。

○東京湾内に設置したモニタリングポスト（４
地点）により、気象（風向・風速・気温）、
水質（水温・塩分・濁度・クロロフィルａ・
溶存酸素）、流況（流向・流速）について連
続観測を実施し、データを公開します。

令和５年度実施

海域区分図

：一般海域 海洋環境整備

：開発保全航路 事業管轄区域

：緊急確保航路 約850k㎡

：港湾区域

環境観測位置図

：水質調査地点（6地点）

（S52年度より継続）

：連続観測実施位置（4地点）

（H22年度より継続）

清掃兼油回収船
「べいくりん」

東京湾海洋環境整備事業

令和５年度事業費： １．５億円

【東京湾全域】

とう きょう わん かいようかんきょう せいびじぎょ う

事業の概要

令和５年度予定

事業の効果


